
令和８年度専攻科入学者学力選抜　試験問題
注意:全ての問題について指示のない限り途中の計算式も書くこと．計算用紙は回収しない．

科目 数学 分野 線形代数・微分積分 1/3 受験番号

1. 行列 A =

 0 1 −3
2 1 5
−1 −1 5

について以下の問いに答えよ．
(1) Aの固有値，固有ベクトルを求めよ．

(2) 対角化行列を定め，Aを対角化せよ．

2. z = x2e3y, x = e2t, y = log(2t+ 1)のとき，dz

dt
を tを用いて表せ．



令和８年度専攻科入学者学力選抜　試験問題

科目 数学 分野 微分積分 2/3 受験番号

3. f(x, y) =
√
8− x2 − 2y2 について，次の問いに答えよ．

(1) 関数 z = f(x, y)の全微分を求めよ．

(2) 関数 z = f(x, y)のグラフ上の点 (2, 1,
√
2)における接平面の方程式を求めよ．

4. 関数 f(x, y) = sin 2x+ cos y − x+
1

2
yについて次の問いに答えよ．

(1) 偏導関数 fx, fy, fxx, fyy, fxy を求めよ．

(2) 0 ≦ x ≦ π, 0 ≦ y ≦ πにおいて，f(x, y)の極値を求めよ．極値をとる x, yの値も明示
すること．



令和８年度専攻科入学者学力選抜　試験問題

科目 数学 分野 微分積分 3/3 受験番号

5. 領域D = {(x, y) | 0 ≦ −x+ 4y ≦ 2, 1 ≦ 3x+ 2y ≦ 8}に対して，二重積分∫∫
D

−x+ 4y
3
√
3x+ 2y

dxdy

の値を求めよ．

6. 微分方程式 d2x
dt2

− 4 dx
dt

+ 13x = 4 cos tの一般解を求めよ．



令和８年度専攻科入学者学力選抜　試験問題
注意:全ての問題について指示のない限り途中の計算式も書くこと．計算用紙は回収しない．

科目 数学 分野 線形代数・微分積分 1/3 受験番号

1. 行列 A =

 0 1 −3
2 1 5
−1 −1 5

について以下の問いに答えよ．
(1) Aの固有値，固有ベクトルを求めよ． 配点 16点

|A−λE| =

∣∣∣∣∣∣
−λ 1 −3
2 1− λ 5
−1 −1 5− λ

∣∣∣∣∣∣ = (−λ−1)(λ2−7λ+12) = −(λ+1)(λ−3)(λ−4) = 0

∴ 固有値 λ = −1, 3, 4

固有値 −1のとき，

(A+ E) =

 1 1 −3
2 2 5
−1 −1 6

 →

1 1 0
0 0 0
0 0 3

より，C1

 1
−1
0

 (C1 ̸= 0)

固有値 3のとき，

(A− 3E) =

−3 1 −3
2 −2 5
−1 −1 2

 →

0 0 0
0 1 − 9

4
1 0 1

4

より，C2

−1
9
4

 (C2 ̸= 0)

固有値 4のとき，

(A− 4E) =

−4 1 −3
2 −3 5
−1 −1 1

 →

0 0 0
0 1 − 7

5
1 0 2

5

より，C3

−2
7
5

 (C3 ̸= 0)

(2) 対角化行列を定め，Aを対角化せよ． 配点 6点

P =

 1 −1 −2
−1 9 7
0 4 5

とすると，P−1AP =

−1 0 0
0 3 0
0 0 4


2. z = x2e3y, x = e2t, y = log(2t+ 1)のとき， dz

dt
を tを用いて表せ． 配点 12点

zx = 2xe3y = 2e2t(2t+ 1)3, zy = 3x2e3y = 3e4t(2t+ 1)3, dx
dt

= 2e2t,
dy
dt

= 2
2t+ 1

より，
dz
dt

= 4e4t(2t+ 1)3 + 6e4t(2t+ 1)2 = 2e4t(2t+ 1)2(4t+ 5)

を得る．

t_nakayama
テキストボックス
正答例



令和８年度専攻科入学者学力選抜　試験問題

科目 数学 分野 微分積分 2/3 受験番号

3. f(x, y) =
√

8− x2 − 2y2 について，次の問いに答えよ．

(1) 関数 z = f(x, y)の全微分を求めよ． 配点 6点

fx(x, y) = − x√
8− x2 − 2y2

, fy(x, y) = − 2y√
8− x2 − 2y2

より，
dz = − x√

8− x2 − 2y2
dx− 2y√

8− x2 − 2y2
dy

を得る．
(2) 関数 z = f(x, y)のグラフ上の点 (2, 1,

√
2)における接平面の方程式を求めよ．配点 6点

上記の偏微分 fx, fy を接平面の方程式 z− f(2, 1) = fx(2, 1)(x− 2) + fy(2, 1)(y− 1)に
代入すると、

z −
√
2 = −

√
2(x− 2)−

√
2(y − 1)

となり，整理すると， √
2x+

√
2y + z = 4

√
2

を得る．

4. 関数 f(x, y) = sin 2x+ cos y − x+
1

2
yについて次の問いに答えよ．

(1) 偏導関数 fx, fy, fxx, fyy, fxy を求めよ． 配点 10点

fx = 2 cos 2x− 1, fy = − sin y +
1

2
, fxx = −4 sin 2x, fyy = − cos y, fxy = 0

(2) 0 ≦ x ≦ π, 0 ≦ y ≦ πにおいて，f(x, y)の極値を求めよ．極値をとる x, yの値も明示
すること． 配点 12点

fx = 0の解は x = π
6
, 5
6
π, fy = 0の解は y = π

6
, 5
6
π.

よって，極値をとる点の候補は (x, y) =
(
π
6
, π
6

)
,
(
π
6
, 5
6
π
)
,
(
5
6
π, π

6

)
,
(
5
6
π, 5

6
π
)
.

H = fxxfyy − (fxy)
2 とする．(

π
6
, π
6

)
のとき，H = (−2

√
3) ·

(
−

√
3
2

)
= 3 > 0, fxx

(
π
6
, π
6

)
= −2

√
3 < 0より，

極大値 f
(
π
6
, π
6

)
=

√
3− π

12
をとる．

(
π
6
, 5
6
π
)
のとき，H = (−2

√
3) ·

√
3
2

= −3 < 0より，極値を取らない．

(
5
6
π, π

6

)
のとき，H = 2

√
3 ·

(
−

√
3
2

)
= −3 < 0より，極値を取らない．

(
5
6
π, 5

6
π
)
のとき，H = 2

√
3 ·

√
3
2

= 3 > 0, fxx

(
5
6
π, 5

6
π
)
= 2

√
3 > 0より，

極小値 f
(
5
6
π, 5

6
π
)
= −

√
3− 5

12
πをとる．



令和８年度専攻科入学者学力選抜　試験問題

科目 数学 分野 微分積分 3/3 受験番号

5. 領域D = {(x, y) | 0 ≦ −x+ 4y ≦ 2, 1 ≦ 3x+ 2y ≦ 8}に対して，二重積分∫∫
D

−x+ 4y
3
√
3x+ 2y

dxdy

の値を求めよ． 配点 16点

u = −x+ 4y, v = 3x+ 2yとおくと，x = − 1
7
u+ 2

7
v, y = 3

14
u+ 1

14
vとなる．このとき，

ヤコビアン J(u, v)は

J =

∣∣∣∣xu xv

yu yv

∣∣∣∣ =
∣∣∣∣∣∣∣∣
− 1

7
2
7

3
14

1
14

∣∣∣∣∣∣∣∣ = − 1
14

となり，二重積分は，

∫ 8

1

∫ 2

0

u
3
√
v

∣∣∣− 1
14

∣∣∣ dudv = 1
14

∫ 8

1

[
1
2
u2v−

1
3

]2
0
dv = 1

7

[
3
2
v

2
3

]8
1
= 9

14

となる．

6. 微分方程式 d2x
dt2

− 4 dx
dt

+ 13x = 4 cos tの一般解を求めよ． 配点 16点

λ2 − 4λ+ 13 = 0とおくと，λ = 2± 3iとなり，斉次のときの一般解は

x = e2t(C1 cos 3t+ C2 sin 3t)

となる．１つの解を x = A cos t+B sin tとおき，与式に代入すると，

(−A cos t−B sin t)−4(−A sin t+B cos t)+13(A cos t+B sin t) = (12A−4B) cos t+(4A+12B) sin t = 4 cos t

となる．係数から連立方程式を作り，{
12A− 4B = 4

4A+ 12B = 0

を解くと，A = 3
10

, B = − 1
10
となる．以上から，

x = e2t(C1 cos 3t+ C2 sin 3t) +
3
10

cos t− 1
10

sin t

となる．ただし，C1, C2 は任意定数とする．


